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１．グループインタビューの概要 

（１）目的 

子どもや保護者から直接意見等を聴取することにより、子ども・子育て支援施策に関する

現状の取組の課題等を把握する。 

 

（２）実施時期 

平成 31年（2019年）3月 

 

（３）対象及び方法 

①就学前児童の保護者（５グループ） 

  【対象】 

子育て支援センター及び地区社会福祉協議会が主催する「就学前児童の保護者」を対象

としたイベントの参加者 
 

  【方法】 

イベントの参加者に対して、司会が話題を提供しながらインタビューを行う 

 

②中学生・高校生（５グループ） 

  【対象】 

市内の中学校・高校の在校生 10名程度 
 

  【方法】 

学校に出向き、集まった 10名程度の生徒に対して、司会が話題を提供しながらインタ

ビューを行う 
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（４）実施状況 

①就学前児童の保護者 

イベント名 主催 実施場所 実施日 地区 

にこにこタイム 南本町子育て支援センター 同左 3/7 南部 

法典子育てサロン 法典地区社会福祉協議会 法典公民館 3/18  西部 

あいあいステージ 高根台子育て支援センター 同左 3/12  中部 

習志野台子育てサロン 習志野台地区社会福祉協議会 
習志野台 

コミュニティルーム 
3/20 東部 

にこにこ広場 二和地区社会福祉協議会 二和公民館 3/15  北部 

 

②中学生・高校生 

学校名 実施場所 実施日 地区 

市立船橋高等学校 学校内 3/19 南部 

法田中学校 学校内 3/15  西部 

芝山中学校 学校内 3/8  中部 

三山中学校 学校内 3/6 東部 

小室中学校 学校内 3/18  北部 

 

（５）内容 

①就学前児童の保護者 

■市の子育て環境について 

■子育てに関する相談先や情報源について 

■今後お子さんに利用させたい施設や幼児教育・保育の無償化について 

 

②中学生・高校生 

■放課後に過ごす場所について 

■休日に過ごす場所について 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

■中学生や高校生が使いやすい遊び場や施設にするために必要なことについて 

■悩んでいるときの相談先について 
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２．グループインタビューの結果 

（１）就学前児童の保護者 

①にこにこタイム 

実施場所 南本町子育て支援センター 

実施日時 平成 31年３月７日（木）14：00～15：00 

参加者数 参加者 13組 

■市の子育て環境について 

＜子育てしやすい点＞ 

・授乳室がたくさんある 

・無料のイベントがあちこちで開催されている 

＜子育てしにくい点＞ 

・保育園に入所できない、一時預かりに登録したが利用が難しい 

・医療費が他市と比べて高い（他市は中学生まで医療費が無料） 

・支援センターが少ない、保育園の数も少ない 

・道路が危ない。段差や排水溝の溝に引っかかり慌てるので危ない 

■子育てに関する相談先や情報源について 

・子育て支援センターの職員（看護師、栄養士などの専門職が在籍しているため） 

・ママ友（同じ施設を利用しているママ友との会話で情報交換） 

・インターネットや雑誌など 

■今後お子さんに利用させたい施設や幼児教育・保育の無償化について 

・幼稚園等を選ぶ基準は、家からの距離、カリキュラム、病児保育が併設されているかな

どを重視する。また、屋内での遊具が充実している施設があるといいと思う 

・元々在宅で仕事をしていたが、一般的なフルタイムには該当しないので、無償化が始まっ

たとしても、保育園に行くのは難しいと思うので、利用したい施設に変化はない 

■その他 

・公園を整備してほしい 
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②法典子育てサロン 

実施場所 法典公民館 

実施日時 平成 31年３月 18日（月）10：30～10：45 

参加者数 参加者 20組 グループインタビュー 

■市の子育て環境について 

＜子育てしやすい点＞ 

・利用できる施設が多い 

・遊び場がある 

・このような子どもを遊ばせられるルームや、児童ホームが近くにある 

＜子育てしにくい点＞ 

・国道の交通量が多く、ベビーカーでの通行に危険を感じる。また、道が狭く、歩道

も整備されていない 

・子育て支援センターに行きたいが、離れているため移動が不便 

・公園にトイレや手洗い場がない 

■子育てに関する相談先や情報源について 

・友人や子育て支援センターで聞いたり、インターネットで検索したりする 

・施設にあるポスターや掲示板、地域の回覧板などを見ることがある 

■その他 

・イベント回数を増やしてほしい。交流できる場が少ないと、なかなかママ友同士の顔が

覚えられないので、イベントの回数が増えるといい 

・市などが主催のイベントが 1枚に集約された掲示版のようなものがほしい 

・校庭やプールなどの施設を充実させてほしい 

・駅の近くに子どもが遊んだり、利用したりできる施設がない 

・街灯が少なく、夕方から夜の移動が怖い。また防犯カメラを設置してほしい 

・小さな河川や用水路にはフタをしてほしい。夏に大量の蚊が発生して困る 

・駅周辺でたばこを吸っている人が多いので、できればやめてほしい 

 

  



Ⅷ 資料（子ども・子育て支援に関するグループインタビューについて） 

239 

③あいあいステージ 

実施場所 高根台子育て支援センター 

実施日時 平成 31年３月 12日（火） 14：30～15：30 

参加者数 参加者 10組 

■市の子育て環境について 

＜子育てしやすい点＞ 

・この子育て支援センターのように、子どもを安心して遊ばせる場所がある。実家の方に

はなかった 

・支援がいろいろと行き届いていると思う 

＜子育てしにくい点＞ 

・夕方のバスが混雑しており、折りたたんだベビーカーを持ちながら乗ることが迷惑なの

ではないかと思い、緊張してしまう 

・医療費が無料ではない 

■子育てに関する相談先や情報源について 

・子育て支援センターの職員や実家の親、インターネットなど 

・同じ施設を利用しているママ友、子どもの健康診断の通知に同封されているチラシなど 

■今後お子さんに利用させたい施設や幼児教育・保育の無償化について 

・教育的な面や、イベントの豊富さなども考え、幼稚園に通わせたいと考えている 

・無償化を機に働くことも考えたが、待機児童も多く、これから仕事を見つけ、保育園を

探すエネルギーを考えると、行動に移せない。他の市に住む友人が求職中で保育園に入

園できなかった話なども聞いた 

・無償化について思うところは特にない 

■その他 

・子育て支援センターがあまり知られていないと思う。母子手帳を貰う時などに教えても

らえるとありがたかった。保健師の訪問で初めて知ったので、できればもう少し早く知

りたかった 

・近所なので、子育て支援センターの存在は知っていたが、名称から障害児向けの施設だ

と思っていた。それが利用してみて「こんなに良い所だったのか」と認識を改めた。もっ

と早く使っていたら私の子育ては変わっていたと思う。それくらい、この施設を知って

いるのと知らないのとでは大違いなので、もっと多くの人に知ってほしいと願う 

・公園の遊具の整備をしてほしい。古くて壊れそうだったり、錆びついていたりして、子

どもが遊ぶのに安全面で不安がある 
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④習志野台子育てサロン 

実施場所 習志野台コミュニティルーム 

実施日時 平成 31年３月 20日（水）11：00～11：40 

参加者数 参加者 15組 

■市の子育て環境について 

＜子育てしやすい点＞ 

・児童ホームなど、利用できる施設が多い 

・医療費の助成制度が、他市に比べて良いと思う 

・公園、図書館、公民館、児童ホームが近くにある 

・特に子育て支援センターは色々な資格を持っている方がおり、充実している 

＜子育てしにくい点＞ 

・公立の幼稚園がない 

・道が狭く、ガードレールがないところもあり子どもが危ない 

・保育園の受け入れ人数が少ない 

・子育て支援センターが遠い 

■子育てに関する相談先や情報源について 

・施設を利用している保護者同士の口コミ、インターネット、保健師さんからの情報、ポ

スターや掲示板など 

■今後お子さんに利用させたい施設や幼児教育・保育の無償化について 

・幼稚園は保育料が高いので、無償化になるのはありがたい 

・教育をしているイメージがあるので、保育園よりは、幼稚園を希望している 

・無償化を機に幼稚園を利用する人が増えると思うので、余計に入りづらくならないか心

配 

・職員が不足している中で、保育園や幼稚園の質が気になっている 
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⑤にこにこ広場 

実施場所 二和公民館 

実施日時 平成 31年３月 15日（金）10：30～11：30 

参加者数 参加者 13組 

■市の子育て環境について 

＜子育てしやすい点＞ 

・このようなイベントのボランティアの方に気軽に相談できる 

・児童ホームが多い。子育て支援センターがある 

・子育てに関連したサークルが多い 

＜子育てしにくい点＞ 

・市からの子育てに関する情報発信が分かりにくいため、自分で情報を取りに行く必要が

ある 

・子育て支援センターのような施設が少ない 

・道路の状況（ベビーカーが通れない、道が狭いため端を歩いていても車が通ると危険を

感じるなど） 

・医療費がかかる 

■子育てに関する相談先や情報源について 

・施設を利用している保護者同士の口コミやインターネット 

・市からの案内、公民館の掲示板（張り出されているイベント案内） 

■今後お子さんに利用させたい施設や幼児教育・保育の無償化について 

・保育園を希望している。園を選ぶにあたっては、給食の有無や、園庭、遊具などを気に

かける 

・無償化は、気にはなるが具体的なことがよく分からない。資料や情報がほしいし、市か

らも情報発信してほしい 

・施設を選ぶ際の基準は、自宅からの近さもあるし、送迎バスが家の近くまで来てくれる

かということも重要 

・子どもが幼稚園に入園して落ち着いたら、パートタイムで働きたいと思っている 

■その他 

・公民館の一室のような、解放している場所などがほしい 

・大きい公園が少ない 

・二和地区周辺は町が古く、商店街はあるが子どもとお昼に入れるお店が少ないため、昼

をまたぐ外出がしにくい。もっと子ども連れで気軽に入れるお店が増えれば、そういう

心配もなく外出できると思う 
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（２）中学生・高校生 

①市立船橋高等学校 

実施日時 平成 31年３月 19日（火）11：00～12：00 

参加者数 １年生５名（女子５名）、２年生４名（男子１名・女子３名） 

■放課後に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・スマートフォンで音楽を聞いたり、動画を見たりする 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・アルバイトをしている（週３～４日程度） 

・カフェに行く。両親が共働きで家におらず、時間つぶしのため一人で過ごす時もあれば、

友達とおしゃべりするために利用している 

■休日に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・スマートフォンで音楽を聞いたり、動画を見たりする 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・アルバイトをしている 

・友達や家族と大型商業施設や、都内に出かける 

・中学校の部活動に OB として指導に行ったりする。また、小学生に教えに行くこともあ

る 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

・長時間ゆっくり勉強できる場所 

図書館や男女共同参画センターなどを利用しているが、高齢者や乳幼児などもおり集中

できない。お店は長時間の滞在が難しく、利用するためには飲み物などを買う必要があ

るため、お金がかかってしまう。イオンなどの大型商業施設には自習スペースがあり、

他市でも自由に使える自習スペースを備えた施設があるので、船橋市にもあるといいと

思う 

勉強のための部屋（自習室）と、用途が自由なフリースペースが分けて設置された施設

があるといいと思う 

・無料で利用できる公園や施設 

クラスのイベントや卒業記念などの機会に利用したい。また、女子専用のサッカーグラ

ウンドや、いろいろなスポーツができる施設があるといいと思う 

■悩んでいる時の相談先について 

・親（女子生徒は「母親）が多数） 

・先生（担任、中学時代の部活の顧問） 

・アルバイト先の先輩 
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②法田中学校 

実施日時 平成 31年３月 15日（金）16：00～16：40 

参加者数 １・２年生 11名（男子５名・女子６名） 

■放課後に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・スマートフォン、ゲーム、ＴＶを観る、宿題や課題をしている 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・外部クラブチームでサッカーをしている 

・野球部なので自主練習をする（野球教室やバッティングセンターへ行く） 

■休日に過ごす場所について 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・朝から部活に参加しているが、部活のない日は部活の友達と出かけたり、家族と出かけ

たりしている（ららぽーとなど）。家族と買い物などに出かける 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

・屋内でスポーツができる施設や、広くて大きな公園、ボールが使える公園など 

・商業施設や、都内の繁華街（新大久保など）のようなスポット 

■中学生や高校生が使いやすい遊び場や施設にするために必要なことについて 

・同年代以外がいると遊びづらいので、中学生専用の場所や時間などで区切られていると

いい 

・子どもだけで遊ぶので、安全性が確保されていると安心。また、公園に小さい子どもが

遊べないような難易度の高い遊具があるといい 

■悩んでいる時の相談先について 

・年が離れている兄・姉や先生 

・親にはなかなか相談できず、友人に話すことが多い（話すことで気持ちが楽になる） 

＊「あまり悩みがない」という意見もあり 

■その他 

・歩道が狭い、交差点にあるミラーが見づらい 

・駅から離れると街灯が少なく、暗く感じるところがある 
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③芝山中学校 

実施日時 平成 31年３月８日（金）16：00～16：30 

参加者数 １年生６名（男子３名・女子 3名）、２年生６名（男子３名・女子３名） 

■放課後に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・家で寝ている。ごはんを食べる。YouTubeをみる（音楽を聴くなど）。お風呂に入る。

テレビを見る。兄弟や家族と過ごす。スマートフォンでメッセージのやりとり 

■休日に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・スマートフォンや携帯でゲームをしている 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・友達と遊びに行く。友だちの家に行く。自転車で遊びに出かける（ららぽーとなど）。市

外へ（東京など）出かける。家族と外出する 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

・博物館や図書館 

・一人で静かに過ごせたり、軽食などが気軽にできるスペース 

・ボールが使える広い公園 

■中学生や高校生が使いやすい遊び場や施設にするために必要なことについて 

・バスケットコートやテニスコートがある公園があると利用したいと思う 

・自転車で出かけられるように、施設などにきちんとした駐輪場があるといい 

・住宅街の中心に公園があると、近所に配慮してしまって思いきり遊ぶことができないの

で、住宅街から少し離れたところに公園があるといいと思う 

■悩んでいる時の相談先について 

・両親や兄弟 

■その他 

・街灯が少なく、塾の帰りなどは暗くて怖いと感じることがある 

・交通量が多いので、歩行者に配慮し、ガードレールを設置してもらいたい 
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④三山中学校 

実施日時 平成 31年３月６日（水）15：30～16：20 

参加者数 １年生６名（男子３名・女子３名）、２年生６名（男子３名・女子３名） 

■放課後に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・スマートフォンをいじったり、テレビを見たりしている 

・ピアノの練習やペットの世話などをする時もある 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・短縮日程の時などは友達と公園に行ったり、近所のカラオケ店に行ったりすることが多

い 

■休日に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・塾や学校の宿題をする 

・スマートフォンで動画を視聴したり、ゲームをしたりする 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・友人と大型商業施設や近所のカラオケ店に行く 

・公民館や母校の小学校に遊びに行く 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

・ボール遊びができる公園や、野球場、サッカーコート、バスケットコートなど 

・自転車で行くことができる距離に、自然が豊かで広大な公園や気軽にいけるショッピン

グセンターなどがあるといい 

■悩んでいる時の相談先について 

・両親や兄弟・姉妹 

・塾の先生、スクールガード、友人の母など 

■その他 

・学校の前など、夜に暗くて危ないと感じる場所があるので、道路の街灯を増やしてほし

い 

・遊具のない公園や、遊具があっても小さい公園が多いので、もっと大きな遊具が増える

といい 

・祖母と出掛ける際に、ベンチが少ないので休める場所がなくて苦労することがある。商

店街などの人が多い場所にはベンチなどを設置し、一休みできるスペースがあるといい 
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⑤小室中学校 

実施日時 平成 31年３月 18日（月）14：30～15：30 

参加者数 １年生５名（男子２名・女子３名）、２年生 5名（男子３名・女子２名） 

■放課後に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・TVを見る、ゲームをする、スマートフォンでゲームや音楽を聴く、YouTubeを見る、

勉強（宿題など）、兄弟の面倒をみる 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・習い事、塾に行く（週３～４日が多数。多い人は５日） 

■休日に過ごす場所について 

＜自宅で過ごす＞ 

・TVを見る、ゲームをする、本を読む 

＜自宅以外で過ごす＞ 

・買物（家族で出かける） 

・友達と遊ぶ（買物、友達の家に集まってゲーム） 

・塾（土曜日だけ、土曜日の午前中のみ、午後のみなど。日曜日はフリー） 

・部活 

＊「日曜日は自宅でゆっくりしたい」という意見もあり 

■放課後や休日を過ごす時にあればいいと思う施設等について 

・品揃えが豊富な大型の書店、ゲームセンターやショッピングプラザなど 

・テーマパークやファストフード店など 

・屋内のスポーツ施設や全天候型のグラウンドなど 

・活気のある商店街（地元の商店街にもっと活気がほしい） 

■中学生や高校生が使いやすい遊び場や施設にするために必要なことについて 

・近くにあること（電車賃が高く、電車を気軽に利用できないので、徒歩・自転車圏内が

いい） 

・無料で利用できるスポーツ施設 

・アスレチックが定期的に変わるなど飽きのこない遊び場がある施設 

■悩んでいる時の相談先について 

・親や兄・姉など 

・学校や塾の先生 

・先輩 

＊「誰にも相談していない」という意見もあり 

■その他 

・商店街などで、家族や友達と一緒に参加できるようなイベントがあったらいいと思う 
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